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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、PAKタンパク質として知られるセリン／スレオニンp21活性化キナーゼのファミリーメンバーをコードしています。これらのタンパク質は、RhoGTPaseを細胞骨格再構成および核シグナル伝達に結び付ける重要なエフェクターであり、低分子GTP結合タンパク質であるCdc42およびRacの標的として機能します。この特定のファミリーメンバーは、細胞の運動性と形態を制御します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2010年4月]、触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質、補因子：マグネシウム、酵素制御：低分子Gタンパク質への結合によって活性化されます。GTP結合CDC42またはRAC1が自己制御領域に結合すると、自己阻害二量体から単量体が遊離し、Thr-423のリン酸化が可能になり、キナーゼドメインが活性構造をとることができます。また、Thr-423のリン酸化状態とは無関係に、GTP結合型CDC42への結合によっても活性化されます。OXSR1によるThr-84のリン酸化は、この活性化を阻害します。,機能：活性化されたキナーゼはさまざまなターゲットに作用します。Rho関連GTPaseをJNK MAPキナーゼ経路にリンクするGTPaseエフェクターであると考えられます。CDC42およびRAC1によって活性化されます。ストレスファイバーの溶解および局所複合体の再編成に関与しています。TBCBのリン酸化を介して微小管生合成の調節に関与しています。アポトーシスを起こしている細胞では、おそらくCDC2L1およびCDC2L2の結合により、活性が阻害されます。,PTM：CDC42/p21およびRAC1によって活性化されると自己リン酸化されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 STE20サブファミリー。,類似性：CRIBドメインを1つ含む。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,細胞内局在：活性化時に接着斑にリクルートされる。,サブユニット：自己阻害状態ではホモ二量体。単量体として活性。GTP結合型のCDC42/P21およびRAC1とは強く相互作用するが、GDP結合型のCDC42/P21およびRAC1とは相互作用しない。CDC2L1およびCDC2L2のカスパーゼ切断型p110アイソフォームであるp110Cには結合するが、全長タンパク質には結合しない。PXN、ARHGEF6、GIT1を含む細胞質複合体の構成要素。ARHGEF7と相互作用する。CRIPAKとも相互作用する。NISCHと相互作用する。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;ErbB_HER;ケモカイン;軸索ガイダンス;焦点接着;ナチュラル キラー細胞を介した細胞傷害;T 細胞受容体;Fc ガンマ R を介した貪食;アクチンと細胞骨格の制御;ヘリコバクター ピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達;腎細胞癌;
	画像データ
	

	PAK1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PAK1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	エトポシド25μM 60%処理した293細胞ライセートのPAK1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したPAKαポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

